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。秋の全国交通安全巡動…（2)
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（六〉朝日町教育百年の歩み

大家庄小学校密警く校？;J:>

明
治
の
学
制
発
市
に
7
・J
〈
大
家
け
地
区
で
は
、
当
時
、

金
山
に
お
い
て
否
小
屋
を
問
J
℃
い
と
高
田
硯
安
（
医
師
、

漢
学
者
〉
氏
の
自
宅
を
利
用
し
て
金
山
小
学
校
と
命
名
し
て

発
足
し
疋
。

二
年
後
に
知
祈
小
学
僚
と
改
・ゆ
し
、
明
治
十
一
年
に
絞
告

を
三
根
橋
地
内
に
移
転
し
疋
刀
、
こ
れ
を
機
会
に
下
山
新
に

分
授
を
開
設
、
間
二
十
三
年
に
再
び
金
山
に
楊
り
、
大
家
圧

小
学
綬
と
改
称
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
九
年
に
現
在
地
に
お
い
て
、
当
時
と

・ν
て
は
立
派
な
慌
・
差
万
新
棄
さ
れ
だ
。

明
治
二
十
三
年
に
高
等
科
刀
設
置
さ
れ
、
大
家
庄
尋
常
高

等
小
学
授
と
し
て
戦
後
に
至
っ
て
い
る
ガ
、
明
治
四
十
五
年

実
業
補
修
学
絞
を
併
設
し
、
ま
だ
、

立
子
の
疋
め
仁
禰
修
料

も
設
け
ら
れ
た
。

戦
後
の
変
遷
は
、
他
授
と
変
わ
り
な
い
刀
、
町
村
合
併
後
、

野
中
校
下
の
一
部
刀
同
授
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

同
続
下
は
、
朝
日
町
の
穀
倉
地
得
を
占
め
、
同
様
で
も
学

1J '1' j rLl1 r..i u lll月 lめ
〈明治40年の新枝吉建築現場〉

授
田
を
ω山
内
t
v
で
米
れ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
揺
を
中
山
と
す

る
本
格
的
な
に
wk
m
M
肖
や
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
の
料
学
教

育
を
巾
川
と
づ
心
殺
肖
后
針
ガ
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年

に
科
学
技
術
は
の
表
彰
や
ソ
ニ
ー
の
理
制
振
興
賃
金
広
ど
を

受
宵
し
F

｛噌い
る
内

本
股
下
は
、．
Jb
範
柑
に
わ
疋
る
地
域
で
、

間
続
下
出
身
者

に
は
、
明
治
時
代
早
く
も
農
地
整
理
を
断
行
し
疋
藤
井
十
＝
一

郎
氏
や
山
崎
巾
次
郎
氏
の
ほ
刀
、
大
正
以
降
に
は
政
界
に
名

を
践
し
疋
清
水
徳
太
郎
氏
及
び
そ
の
実
弟
の
源
作
氏
、
大
阪

厚
笠
年
金
病
院
伎
と
し
て
活
躍
し
疋
外
相
の
権
威
清
水
源
一

郎
氏
、
現
仕
な
お世門閣介、

期
界
あ
る
い
は
芸
術
家
と
し
て
活

躍
中
の
多
〈
の
万
々
が
あ
げ
ら
れ
る。

ま
芝
、
同
根
下
は
従
来
力
ら
ス
ポ
ー
ツ
ガ
盛
ん
で
、
地
底

ぐ
る
み
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
振
興
の
め
績
に
よ
り
、
文
部
省

の
表
彰
や
舟
川
祈
の
段
刊
文
化
賞
の
受
賞
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

作
り
日
本
一
の
天
皇
侃
受
賞
者
を
出
す
芯
ど
、
特
色
の
あ
る

活
物
刀
リ
タ
い
H

句

）
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〈
昭
和
泊
年
頃
の
音
楽
部
〉

〈
現
在
の
綬
舎
〉
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一
関
適
期
刈
恵
の
励
行

一

刈
取
り
が
お
く
れ
る
と
米
の
光
沢
が
怒

－

く
な
り
胴
割
れ
米
が
多
く
必
り
ま
す
。

一

刈
取
適
期
は
大
部
分
の
籾
（
八
0
1
八

一

五
%
）
が
能
化
し
秘
の
基
部
に
緑
色
の

－

mが
ま
だ
桟
っ
て
い
る
と
き
が
刈
取
の

一

組
問
で
す
。

一

出
測
に
よ
っ
て
刈
取
を
き
め
る
場
合

一

早
生
出
組
後

三
十
I
三十
五
日
凶

－

中

位

。

＝

一十
五
、
｛
同
十
日
間

一

晩

生

。

四

十

t回
主
日
頃

一
機
脱
段
、
舵
娘
、
岡
盤
作
集
の
留
怠
事
項

一

1

脱
般
に
よ
る
籾
の
損
傷
が
な
い
よ

一

う
十
分
注
滋
し
乾
燥
機
の
能
力
に
A
H

一

わ

せ
て
刈
取
作
業
を
進
め
る
。

－

2

各
部
分
の
回
転
数
が
過
正
で
あ
る

鱈
し
を
し
た
り
、
す
わ
っ
た
り
、
寝
一

か
線
認
し
、
脱
ア
米
や
傷
米
を
防
止

そ
べ

っ
た
り
な
ど
し
て
交
通
の
妨
げ
…

す
る
。

と

な

る

一

』

と

一

3

乾
燥
に
よ
り
刷
別
れ
米
、
過
乾
燥

V
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
一

米
に
芯
ら
な
い
よ
う
注
玄
す
る
。

ー
ト
な
と
す
る
こ
と

一
：
：

V
道
路
に
向
け
て
物
を
投
げ
た
り
、
発

一

一

時

間

で

五

十

八

ミ

リ

の

雨

射

し

た

り

す

る

こ

と

一

－

E
F

V
走
っ
て
い
る
自

動

車

ー

な

ど

に

外

か

ら

一

前

線

の

影

響

で

忘

れ

か

け

た

災

害

つ

か

ま

る

こ

と

一

一

間
売
化
し
た
山
仰
の
影
鱒
で
、
八
月
十

V
運
転
者
の
自
を
く
ら
ま
せ
る
よ
う
な
一

問
日
引
制
か
ら
附
り
は
し
め
た
火
山
川
の
た

光
を
道
路
に
向
け
る
こ
と
一
め
、
朝
日
町

－
併
で
は
、
町
道
の
欠
陥
叫
、

V
道
路
を
こ
わ
し
た
り
、汚
水
、ご
み
、
一

笹
川
簡
易
水
活
の
給
水
管
破
損
で
給
氷
が

く
ぎ
、
ガ
ラ
ス
慰
片
な
ど
を
ま
い
た
－

一
時
不
能
に
な
る
な
ど
の
被
宵
を
も
た
ら

り

姶

て

た

り

す

る

こ

と

↑

し

ま
し
た
ο

V
道
路
上
に
商
品
な
ど
を
陳
列
し
た
一

人J
肢
の
豪
州
は
、
刊
に
、
’
午
前
九
時
か

り
、
土
砂
、
材
木
な
ど
交
通
の
妨
げ
一
ら
午
前
十
時
に
か
け
て
の

一
時
間
に
、
五

に
な
る
も
の
を
置
い
た
り
し
て
は
い
一

十
八
三
リ
と
い
う
集
中
川
な
降
耐
に
よ
り

け

ま

せ

ん

一

川

の
木
か
さ
が
幻
政
に
あ
ふ
れ
川
た
こ
と

朝
日
産
米
の
声
価
を
高
め
る
た
め
に

乾
燥
調
整
技
術
の
向
上
を

子
を
し
か
る
よ
り
手
を
つ
な
ご
う

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
し

務
交
通
規
則
を
守
る
こ
と

m 2 s 3 1J 

交
通
規
則
を
守
る
こ
と
は
、
安
全
に
治

協
を
通
行
す
る
た
め
の
基
本
で
ザ
。

交
通
規
則
に
従
っ
て
通
行
す
る
こ
と
が

あ
な
た
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な
の
付

命
や
身
体
を
守
る
乙
と
に
な
り
ま
す
ふ

対
ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
を
持
つ

こ
と

ひ

道
筋
は
、
み
ん
な
が
使
用
す
る
も
の
で

す
。
ま
わ
り
の
か
行
者
や
運
転
者
の
よ
場

券
－
持
弔
し
、
お
庇
い
に
ゆ
す
り
あ
う
’
A
U

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
弓

さあ報

畿
道
路
で
し
て
は
い
け
な
い
こ

と

広

V
酒
に
酔
っ
て
ふ
ら
つ
い
た
り
、
立
ち

昭和37lf.8月四日
第 3.It:使勧留可

母l_J

／θ 
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4
．
バ
ー
ナ
ー
が
不
完
全
燃
焼
す
る
と

奥
奥
米
の
原
因
と
な
る
た
め
円
削
除
と

調
絡
を
時
々
行
う
。

3

水
分
測
定
は
測
定
W
M
で
舷
実
に
測

り
仕
上
り
玄
米
は
水
分
十
五
%
を
刊

僚
と
す
る
。

国
量
目
は
正
し
く
信
用
の
お
け
る
朝
日
蛮

米
に
一刻
盛
は
夜
間
慨
に
重
患
ぷ
が
な
い
よ
う
に

し
、
白
こ
ぼ
れ
の
な
い
よ
う
に
包
装
は

し
っ
か
り
と
す
る
。

皆姐情
け
重
量

出
榊
袋
六
一
・
三
句

紙

袋

三

0
・
五
句

磁
自
主
鑑
定
の
実
漉

変
質
米
、
奥
山
米
、
民
山
一
米
が
な
い

か
、
ま
た
、
水
分
が
過
一
什
で
あ
る
か
ポ

前
に
鑑
定
を
う
け
て
か
ら
山
尚
し
ま
し

－F
S

F

F

吋
J
O

~ V が
m・住 滋 大
向111ポ宅 町 さ
のドの聞な
泣沿被係椛
!/( I｝く需 の ；等
後と
害 な
状 つ
i兄 た
も
{)) 

ピ
·~ 

V4 

,,...._ 。
タ

／レ

V
町
道
の
被
山
内

－
山
中
、
大
U
周
作
縦
ほ
か
－
－
力
所

V
阿
川
の
被
内

－

m川
（
境
）
ほ
か
力
州

。

…
中
川
町
長
帰
国

川

欧
州
八
カ
国
視
察
か
ら

ー

小

川

朝
日
町
長
は
、
ぷ
る
八
川
二

川

川
日
か
ら
．
一十
一二
日
間
欧
州
八
カ
同
を
川

川
必
間
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
八
月
二

川

川
卜
四
日
州
国
し
ま
し
た
。

川
こ
の
問
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
に
お
い

酬

て
開
催
さ
れ
た
第
一－e
卜
一二
凶
出
際
住
川

川
℃

－

m市
計
刷
会
臓
に
山
附
す
る
と
川

川
と
も
に
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
欧
州
各
凶
川

川
首
都
の
都
市
事
情
を
つ
ぶ
さ
に
似
即
日
市
川

川
さ
れ
た
も
の
で
す
の

川

＝＝－
2
2

＝＝ココ昌一
z
－－FZ
－2－2
＝E・E・－Ez
－－－＝＝－－
m

＝2
・区一一』三回F白”
・2
＝司＝－
－一一－
－22
2
2

『ロご
－

v
mum水
道

－
彼
川
簡
易
水
道
（
給
水
不
能
）

V
山
く
ず
れ

－
笹
川
地
内
ほ
か
一
カ
所

V
林
道
の
被
権
問

－
J

・
時
線
な
ど
J
e
同町山聞で
十一

一カ
所

(2) 

（
写
虞
は

叫川谷制限
）

火
以
し
に
川
辺
川
中
、
大
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い消費者に

朝日町物価のうつ

つなろ
・－－

h圃．かし一一

ー
著
し
い
肉
類
の
動
き

－

－

主

要

食

料

品

の

動

向

｜

－

朝
日
町
で
は
、
物
側
の
動
向
を
淵
夜
し
消
健
省
行
政

の
誌
礎
資
料
を
得
る
ζ
と
を

H
的
と
し
て
、
ト
ー
．山
町
食
料

品
の
毎
月
の
側
wmを
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
四
月

t
七
月
ま
で
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
1
－
う
る
ち
米

・
小
五
粉
・
即
席
ラ
ー
メ
ン
に
つ

い
て
は
、
比
較
的
安
定
し
た
価
絡
を
総
持
し
て
い
ま

す
。
食
パ
ン
に
つ
い
て
は
若
干
の
似
動
き
が
け
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
今
後
予
懇
さ
れ
ま
す
米
側
の
値
上
げ
、
附

界
的
な
小
hk収
険
鼠
の
減
少
と
あ
い
ま
っ
て
、
小
U
4
粉

・
食
パ
ン
矧
の
紙
上
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ド

K
2
．
ハ
ク
1
・
肉
矧
が
他
の
食
品
よ
り
納
品
川
b
G
が

渡
し
い
の
が
特
徴
的
で
す
。

肉
慾
の
回
摂
取
騒
が
附
唱
え
つ
つ
あ
る
昨
今
合
川
を
預
る

で
叫
に
と
っ
て
は
附
っ
た
現
象
で
す
。
け
い
卵
に
つ
い

て
は
例
年
こ
の
川
則
は
比
較
的
必
ち
府
い
た
動
き
を
ル

せ
ま
す
が
八
川
以
降
、
季
節
・
W
峡
と
あ
い
ま
っ

て
かわ仙

η
の
総
動
き
を
が
す
こ
と
が
一ナ
惣
ぎ
れ
ま
す
。

ぷ
3
．
と
ろ
ろ
乙
ん
ぶ

・
下
の
り
の
似
昨
良
川
に
つ

い
て
は
、
本
a

郎
潟
嵯
と
あ
い
ま
っ
て
か
な
り
の
制
動
ぎ

を
ぶ
し
ま
す
。

近
年
、
と
ろ
ろ
ζ

ん
ぶ
に
つ
い
て
は
川
公
紙
、
ー
の

り
に
つ
い
て
は
尚
級
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
υ

州
あ
げ

．
と
う
ふ

・
こ
ん
に
干
く
に
つ
い
て
は
安
定
し
た
刷
協

を
紙
拍
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
米
側
仙

1．
げ
の
政
肢

が
悲
念
ざ
れ
ま
す
。

災

4
．
し
よ
う
泊
・
み
そ

・
食
川
州
に
つ
い
て
は
太

子
メ
ー
カ
ー
の
柿
胴
上
け
が
中
小
、
地
場
メ
ー
カ
ー
に
も

波
及
し
、
か
な
り
の
値
上
り
を
み
ま
し
た
。
，
万
、
利

乱
物
価
の
折
、
そ
の
主
役
と
で
も
い
う
べ
き
役
訓
を
県

た
し
た
さ
と
う
は
、
消
費
者
の
約
繍
等
に
よ
り
、
－

m給

バ
ラ

ン
ス
が
安
定
し
た
せ
い
か
比
較
的
指
ち
泊
い
た
制

動
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
抑
制
茶

・
せ
ん
然
に
つ
い
て
は

少
し
総
下
り
し
、
し
こ
う
家
に
は
ち
ょ
勺
ぴ
り
印
刷
憾
で

す
。

表四表三表表
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・
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・8
－と’！φ1 L' I .-i：、1iこlまし（ 100 't) 

こんに 引く（U宜）
50 

自flffe.;うーメン（I袋｝

五
月

四

月
七
月

六
月

五
月

四

月
七
月

(3) 

六
月

五
月

四

月
七
月
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ーを教わ 1たり、羽」Fのふれあし、を深めようと、このほ
ど“幼児と税の！）＜i'K教本lがillf；当 7＇ー・レで問かれましたc

こわごわ次に入っていた子供たちも、そばに親がいる

官心感から’~しそうにふ；しぶきをあげていました。

く泊婦人会にコーラス部誕生〉

このほど川婦人会にコー 汁スrn；が送付，しました。会0
は、学縦長のJ鋲iWiJ 子さんほか37 ？；で、 n~ ~i~ ；守的＇iL ’！この

m＇患のもと、ノ、ソイ J （；，：~7. 「 m:i~1の渉、」、 「やしの'.1~.I 
など、事J；の｛乞！孔とともに、ざわやかなメ口I’イーがllflと
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’司

秋
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農
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く浜山に記念碑〉

:•f＂’附のLよ附事L姥内の－ ·fi自に ． 勾正の彼郷」と記7雪れた

イifil11がill-r, a rn a rJ 附｛系おが1｛~まって除帯されましたの
これは、 11(1手11421r~·当111時のiJt:111.;il!跡の売品ii淵伐をきっか

けにして配ii!.父された「郷l：の必tJM;ft',l/iる会 l が結成 1 ・），＇~
,,, を，112:2：し、ブ仙1＼訓併にあたヮた人たちの.f］）約をたたえ
るため記ネ仰をillてられたものですれ
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日
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く少年ソフトボール大会で熱戦〉

第2向日後料引の少年ソフト；fー中大会は、29.r-・ーム
が参加して、 8H24fl泊必校グワン ドなど3会総でllMIW
されましたr

3「i閣にわたる然恨の鮎！足、十場IWfij伎は、lII附地l>¥lr;Jj: 
のXt「伎となり、Yくもiil時B--r－ームが縦imしましたu
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。
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朝日町長 中川薙
この試験は、消防署において消防業務に従事する職及び保育所において手L児文は幼児の保育に従
事する職への採用候補者を定めるために行うものです。

試験公町職員採用日朝lli1和51年9月10日

民験区分とま家用予定人民

消防｜：

保ほ

2. 受験資格

ーご－－J 竺 ~l－竺一一一旦＿l竺女の別 ｜
消 l 学校教育訟による高等学校 ｜ 昭和28年4月2日から ！ 
防 i硝以上の学腕利する者｜悶和34年4月1日まで ！努
寸 ｜ （｜附稿152年 3月刊~J,込の ｜ い i I ! に＇I：まれた者 I 

｜析も~むの） ｜ … I 

I ,,,,NJil'i °＇一川｜附27…ら
不業以上の宇燃を｛jする者 ｜ 附和32年4月！日まで
（昭和52if.3 J1 f' ~ ~.1，込の ｜ 

｜ に生まれた者
者も合む。〉 I 

ただし、次の事項の・つでもi後、νlすぷ¥i・は受験できませんの
(1）日本の図織を有しない者

(2）繁治庶務ーおよび悠然治i年.｛；

(j）然こ以上の｝刊に処せられ、その執行を終るまで又はその執行を受けるζとがなくなるまでのおー

(1J n本国司祭法施行の日以後において、日本閲迅UKX.はそのドに成＼＇［したi政府を暴力で般機ずることを主張する政党、その他の
｜対体を結成し、又はとれに加入した者

3. 2実験の日時、場所、方法及び発表

＼ ～、 J 日
｜附潟151イド10rl31日（！＇＂！）

受付開始＇J"・iiif8時20分
試験llH始11:1iil911年

｜泊剰151勾ド11111ドj(たJ)

受付開始午前811在30分
試験開始午前91待

受験以受領の際指示し

ます。

その 他の主要件及び附記

（！｝.必要学歴はζれと同等と認められる学
歴資絡を合みます。
(2）消防士については、現に岱通自動車免
，月・を有する者父は間飛152年3月までに
当該免許・を取得見込みの者。
(3）保母については、.fJlに保母資約を合す
る者又は昭和52年3月までに吋該資絡
を取得見込みの者。

=J・ 

計

約

下
・
1

;r-,: 

｛以
子t正

rJ: 

法

公務員として必要な一般知能及び教終につい
て、択・式筆記試験を行います。
見a誌による災現力、まとめ｝j令，について行い
ます。

(1) \i11•f1試験（保m

i Jj 
(1）教養成験

場

間JJ JrJ I f¥il1街等学校

験；試時

、t:t'; 1 

t 
"・ 合織から採用~での経.
合絡者は、その試験区分の採用候補者名簿に記載され、乙の『jlから成績脈に係用者が決定されます。名簿は、間利521ド9月30日
まで有効です。採灯jは、名簿の千i効WI問中において必必に応じて決定されるので合約者会員が保周されるとは｜浪りませんの
受付申込手続

その峨に必裂な知機、技術怖につい
て筆記試験を行います。

主として人物について、倒月IJj師般による試験
を行います。

(2）作文；，試験c-~｛ 11 1 m之関町）

朝日 lllTf~ .tM 

験

l:t~ 2次

(2) I I述試験

：身体検奈i i餓務遂行に必同臓をねする山かについて附し
ます。

院1内’主’l

験

身体検資

;tit 

受験資桁の有無、巾込書記級事項のfie、その他について潟をします。

制lヨ町役場開1ru示場に掲示（公告）して発表するほか、合絡者には鶴間で通知します。昭和52年11月下旬

身上調査

合絡発I<.

5. 

市
甲

｜有込用紙は、朝日町役湯総務課において交付します。
q1込用紙を郵便で請求する場合は、 封筒の表に 「採用試験申込書請求Jと＊脅し返信川川内
（あて先、郵便漆号を明記し、切手をはるζと。） を必ず同封してください。

(1) 申込用紙に必要な事項を記入し、 朝日町役場総務課へ提出の上受験裂を受領してください。
位） 申込m郵送の治合は封筒の設に「採用試厳申込」と朱轡し、受験嬢送付のために20円切手を同
封してください。
。受験禁には、申込前6か月以内に綴った本人と確認できる写実（上半身、脱鋼、 正面向縦6尊重、
積4.5漉）をはって試験当日持診してください。

昭和51年10月4日（月）から同年10月16日〈土）まで受け付けます。 （平日午後5時、 土限日は午後
O時30分まで、日曜日放ぴ祭日は休み。）郵送の場合は、同年10月16日までの消印あるものに限り
受け付けます。

(1) 

(2) fll込用紙の前：求

Jj 込

l
 
i
 
l
 

期付受

6. その他

この試験の詳細については、朝日町役編総務課に問い合わせください。

(5) 
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一一般
の
錫

マ
五
ト
米
向
由
型
①
符
栄
一
（
削
て
）

＠
米
削
吉
彦
（
泊
二
）

〉
五
十
米
平
泳
①
小
島
繁
〈
泊
．
一）
①

消
水
親
志
（
問
）

錨
地
区
銑
成
績

①
泊
三
区
①
南
保
、

川
一
．K

第
二
＋
ニ
回

町
民
野
球
大
会
成
績

八
月
二
十
二
日

小
丸
山
・
泊
高
校
グ
ラ
ン
ド

準
決
勝

痴

ほ

｜

6
泊
二
氏

泊
二
抗
日
1
0
拍・
4

．庶

泊

一
区
9
1
1

潟

決

E’ 
第
二
回
高
桜
杯
争
奪

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
二
十
四
日

t
二
十
六
円

小
丸
山

・
泊
刊
校
グ
ラ
ン
ド

織
決
園町

山
崎
B
11
0犬
家
陀
ぷ

決

山
崎
C
7
1
0沼
崎
A

山
崎
8
5
1
3山
崎
C

E’ 
H
H
お

わ

び
H
H

八
月
号
で
、
下
新
川
郡
民
体
育
大
会
の

朝
日
附
関
係
の
成
績
の
う
ち
、

一
部
薮
け

て
い
ま
し
た
の
で
迫
加
し
ま
す
。

陸
上
銀
銭

〈中
学
〉

。
ルメ
子
マ
砲
丸
投
①
中
野
和
美
（泊
中
）

ー
児
童
手
当
を

「
｜

l
受
給
さ
れ
て
い
ま
す
か

一
人
に
つ
き

月
五
、
0
0
0円

児
必
手
当
制
度
は
、
児
盤
の
健
全
な
育

成
、
資
質
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

附
和
四
十
七
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
乙
の
制
度
に
該
当
の
々
で
、
ま
だ
受

給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
住
民
課
福
祉
係

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

公
勝
目
と
三
公
社
に
勤
め
て
い

る
方
は
、
勤
務
先
へ
申
し
山
て
く
だ
さ

・ν園田児
宣
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

①
十
八
銭
未
満
の
児
滋
を
三
人
以
上
饗

有
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

－
人
以
上

が
、
義
務
敏
明
同
修
了
前
の
児
溜
〈
中

学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
選
〉
で

あ
る
乙
と
。

①
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
一
定
額
（

鉄
雄
震
観
肢
が
五
人
の
場
合
、
四
百
六

ト
問
万
五
千
円
〉
に
満
た
な
い
と

と。

関
児
定
手
当
の
領

児
童
手
当
の
額
は
、

三
人
以
上
の
児

盤
の
う
ち
、
出
生
願
に
数
え
て
三
人
目

以
降
で
あ
る
議
務
教
育
終
了
前
の
児
彊

↑
人
に
つ
き
、
月
額
五
千
円
で
す
。

2 
(6) 
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朝
日
町
制
沌
協
会
で
は
、

町
以
の

何
さ
ん
の
制
沌
旅
行
の
此
附
切
に
役

v．
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

u本
側
地

協
会
が
こ
の
ほ
ど
殆
川
し
た

「
人
し
同

制
光
州
問
機
フ
ァ
イ
W
」
間
以
1
・
2
、

中
部
1
・
2
、
近
畿
の
一
九
プ

げ
ツ
ク

制
吾
、
役
場
版
業
探
知
光
係
に
仙
え

つ
け
ま
し
た
。
（
花
山
間
泊
、
点
布
、
阿

国
、
九
州
、
中
凶
プ

ロ
ソ
ケ
は
よ
先

川
）
こ
の
制
附
沌
情
報
ソ
ァ
｛
ル
は
、

川
総
べ
i
．
ジ
約
門
下
ベ
i
ジ
に
わ
た

り、

－
川
町
約

μ
t・ハ
の
制
光
地
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
制
光
地
’川
、
閥
均
資

源

・
総
ぷ
、
立
通
機
関
、

主
f
L
N
J

l
ス
、
食
事

・
休
副
総
及
、
市
川
州

北
な
ど
を
綱
縦
し
た
観
光
内
科
川
川
典

的
な
も
の
で
す
ο

旅
行
の
一
小
川
州
咋
に
こ
の
悩
出
フ

ァ

イ
ル
を
利
川
ざ
れ
た
い
ん
は
、
・
以
来

訓
観
丸
係
へ
中
し
こ
ん
で
下
さ
い
。

（
一
一
日
聞
に
限
り
悶
し
山
し
ま
す
J

ひさあ報

民
げ
」

務
職
業
訓
練
受
講
者
募
集

柏和32~ 8月8日
;g 3掴郵便勧認可

V
募

集

科

目

機

械
也
気
機
加

水
H
例
主
ぷ

建

築

，， 
（
訓
練
則
川
八
か
け
）

（

ん

一

カ
年
）

（

一

か
年
）

（

一
か
年
〕

々

V
願
・
・
の
受
付

八
月一

…卜
口
（
合
．
〉

l
九
川
・
・

rじ

円
（
月
）

... 
入

校

日

i
l
i
－
－－

t
E
l－
－
i
 

w潟
J
i
一
介

l

j

i

v特
典
－
H

什
相
検
定
受
験
が
行
利
に
な
り
ま

す
。

－
M
川
保
険
受
給
μ
れ
は
、
引
き
続
長
田
終

f
ま
で
文
給
方
れ
ま
す
0

．
小
ぃ
品
作
間
腿
対
九
な
れ
品
川
び
胤
以
来
か
ら

仙
仙
の
職
業
に
つ
こ
う
と
す
る
人
は
、

月
制
約
五
万
川
立
給
さ
れ
ま
す
む

’v手
続

き
I
N
i
c－
－H
U

郎、
Fj
rx
庄
内
十
交

’t
l
H
h
t
f
s
h《

a
f
i
ρ
i
tf

日
目
引
巾
H
H
V式
ト
ト
月

一
ド1
1
J

i
h
h
－－

u
u
Y
4
I
N
V－

J

－
（
 

（雪

O
じ
六
一
九
1
．九
一
．

lo－－
－h
－）

務
第
六
回
み
ん
な
の
消
費
生
活

展
の
お
知
ら
せ

V
期

日

十
日
卜
問

H
（
ぶ
〉

1
ト
バ
十
八
川

〈パ
）

V
主

催

日
山
川
町
、
高
山
山
、
山中
川
新
山
社
、
出

H
テ
レ
ビ

V
会

岨

明

大
和
－
M
山
店
八
防
催
し
以
（
入
場
無

｝
，
 

松
A
T
」

V
展
示
の
内
容

パ
ネ
ル
や
実
物
尚
川
市

jω
脱
出
と
刀
凶

に
よ
り
制
介

－
耐H
－似
と
わ
ド
人
し
た
ち

－
安
全
な
く
ら
し
を
ぷ
め
て

．
物
価
と
く
ら
し

・
販
売
戦
術
を
附
’
川
す
る

－

m賞
作
活
セ
ン
タ

ー
制
介

－
川
制
法
コ
ー
ナ
ー

（出
従
生
活
、

沼
気

が

ス
、
作
λ

市川市
J

）

問機
危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
般
お
試
験
は
、

ぃー

一
一川
巾
旬

に
実
胞
の
予
定
で

r’O

mhA
叫
別
刷
則
市
は
、

消
防
判
に
あ
り
ま
す
。

V
H臥
験
の
実
施
種
別

－
叩
同
州
危
険
物
取
純
お

．
乙
Mm危
険
物
取
川
刊
行

V
試

験

日

ト

一
月
中
川
の
予
I

V
願
・
の
受
付

十
月
上
川
の
予
山

’v願
書
の
提
出
先

－M
山
県
庁
前
防
防
災
訓

（一T
m
M山
市
新
総
山
愉

一昨
命
じ
号
）

A
制
に
つ
い
て
は
、
川
防
明
（
晶o
r
－－

0
0
0九
）
へ

相
談
ご
と
ご
案
内

円

V
行
政
相
談

日

時

毎

月

第

．
火
限
日

午
前
十
川

t午
後
二
時

場
所
朝
日
町
制
祉
セ
ン
タ
ー

マ
人
権
法
律
相
談

日
時
九
月
一
十
一
け

午
後
一
時

t午
後
凶
時

湯
所

朝
日
町
制
祉
セ
ン
〆
l

v心
配
ご
と
相
銀

日

尚

毎

週

火
雌
川

午
前
十
時

t
午
後
・ぺ
時

場
所
側
日
阿
川
mM制
ヒ
ン
タ

l

智

一一
．ー
リ
託
七
山
ハ

交
通
事
故
巡
回
椙
談

①

日

時

第

て

第

三
月
曜

H

午
前
十
時

l
午
後
三
時

場
所
黒
部
市
役
所

①

日

時

第

一

水
曜
日
第
三
木

曜
日
午
前
十
時
i
午
後
．－一時

場
所
魚
川
伸
県
総
合
庁
舎

務
国
民
年
金
相
談
所
開
設

－v日
時

九
月
二

1
八
日

（欠
）
ん
I
H
山
九

時
か
ら
午
後
間
作
ま
で

泊
織
工
ふ
ぷ
川

－vm引
所

一｜
夏
に

働

い

た

一

「
｜
電
気
器
具
の
手
入
れ
を
し

秋
の
き
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
議
い
季
節
に
働
い
て
く
れ
た
石
川
総

見
の
手
入
れ
を
行
い
、
川
作
一
に
備
え
ま
し

ょ－
つ
。

務

ル

l
ム
ク
ー
ラ
ー
議

ヱ
ア
フ

ィ
山
戸
タ
l
は
、
本
体
か
ら
は
ず

し
、
た
ま
っ
た
か

コ
リ
を
取
り
除
く
。

保
管
す
る
と
き
は
、
以
外
一
人
山
し
K
部

分
に
は
カ
バ

ー
を
か
け
て
お
く
，

緩
扇
昆
徴
拷

（ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ン
」

羽
綴
や
本
体
は
、
ぬ
る
ま
湯
か
洗
剤
を

ひ
た
し
た
布
で
的
れ
を
訴
す
。

手
入
れ
後
は
、
ビ

ニ
ー
ル
災
で
つ
つ
み

収
納
ケ
！
ス
に
納
め
、

M
Mの
少
は
い

と
こ
ろ
に
保
U
け
し
て
お
く
け

お
ぬ
で
た
ど

お
《
や
み

〈
間
和
五
十

一
年
八
付
十
川
口
mM－任

お
す
こ
や
か
に
（
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

境荒
川
二

・3
、
T
J

1

1
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（決められた日時に受けられ ない方は1
最寄りの会 場で受けてください。 ／ の保健 1一みんな

月〉

考備場象地対刻 ｜｜対 象者 ｜日縄）；時
妊婦 令員I22 cJJ<) I情。～ 川

業主停

赤ちゃんの育て方福祉センター区地A 
」ふ

母子手帳 持参福tll：センターτ三区泊 一、

山崎小学校崎

n
u

－
n

u

n

u

 

n
u

－
n

u

n

U

 

内

d

－
q

u

n

J

～
一

～
一

～

nu

－

内U
－
nU

後
氾

一
一後
1
一
後
川

午

1
一
午

l
一
午

l

ω
ω
一
同

n

n
一
初

生
生
一
上

者

月
月
n
u
n
U
 

年
年

内

3
n
u

aa，e「
u

白
一
金

級

曇A
<W  l歳 児検

団 ‘

検 111 緩 以

診
500円検資料術主ll:センター三 区泊 一、望希i~ト

慣＂＇検人師

く 10 月〉

く 9

学現母
集

65 診

今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（第
一

検人老

皇；6:rn践I6 Clk) ＇.明。～工
者I7 ＜水）｜ 情。～ 3:00

子｜一一一一一｜ 一｜一一一｜一一 I i 

乳 ガン検診 ｜希 望 者I7 ＜~） I 明。～ 3:00I泊 、 彼 Ill I福祉センター ｜検査 料 600円

診 ｜自…生「－｜午後 「一一一l i 
至 48年9月生I19 （火）I 1 :oo～ 3:00 I全 地 区 ｜福祉センター ｜

｜午管 ．。｜ 全 地 区｜ 福祉センター ｜産じよくの衛生
｜ ｜ ｜ 乳幼児の侠病

健般相談 l乳伽主人まで r1叫守党o～ 川 i 会 地 区 I~ till i健男
人 ｜一一一一一一一一一 1

病 ｜老 人 検診 I65線以上

母子 手 帳持参

i也t』22 （金）I 1l~ 
I l・uu・-

地d与1( 成

笹川小学校Jll 午後
1 :oo～ 3:00 18 （月） 笹

予

防 検資料 500円大家庄農 協

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

一
、
泊
南
郷
保
育
所
改
築
工
纂

工
事
費
五
、

一二
六

O
万
円

工

期

七
月
三
十
一
日

t
昭
和
五
l

二
年
三
月
三
十
日

木
造
シ
ン
グ
ル
葺
平
家
建

七
三
一六

・
七
七
平
万
口

ニ
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

工
事
賞
五
、

九
八

O
万
円

工

期

七

月

三
十
一
日

t
昭
和
五
十

二
年
三
月
二
十
日

鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
原
恨
祇
！
家
盟

五
九
七

－h
ハ
八
平
方
M

三
、
道
下
高
絞
前
線
総
上
エ
・
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事
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日
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二
十
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一
・
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道
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町
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四
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二
六
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選
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山
崎
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銀
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二
三
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八
六
O
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七

H
I
十

一
月
二
十

H
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線
改
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）
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小
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ン
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O
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三
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八
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十
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円
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、
町
通
大
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環
状
線
改
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事

工
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俊

一
八
一
二
万
円

工

期
八
月
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月
五
日

延

長

七

八

・
四
幻
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五
箇
庄
小
学
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火
災
報
知
後
段
置
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事
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工

期
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八
月
十

日

十

一
、
山
崎
小
学
校
蹟
堂
床
修
理
工
事

工
事
費
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万
円

ぶ

期

八
月
十
日

t
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月
二
十
八
日

＋
ニ
、
町
議
関
中
大
賞
谷
線
鋪
裟
工
事

工
事
費

二
一

O
万
円

工

期
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月
十
日

l
九
川
一
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六

一
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、
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道
川
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工
事
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一
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十
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・
五
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延

長
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